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研究の背景

・大学生のSNS利用率

テスティー調査によると、「SNSを利用している」と回答した人の割合
は中学生で97.3％、高校生で98.9％、大学生で97.9％に。全年代
で9割以上がSNSを利用する中、最もSNSの利用率が高いのは高
校生だった。

・大学生の使用しているSNSの種類

SNS利用者を対象に、現在利用しているSNSを質問したところ、全
年代中最も回答割合が大きかったのは「LINE」で、2位は
「Instagram」であった。



研究の目的

・LINEは本当に大学生にとって使いやすいSNSなのか？

・LINEでのやりとりが負担になっているのでは？



先行研究の分析

岸本（2021）
・「LINEの会話の終わらせ方」に関する調査
　1対1の場合は約 95%と、ほとんどの大学生が LINE のやめ時を
気にしている。反対に、グループでは「気にしない」が約 76%である。

・グループの場合は、自分以外のメンバーが対応してくれるだろうと
思える点で、1対1に比べると気が楽だと言える。また話題が自分に
かかわる内容であれば積極的に発言し、そうでなければ傍観者でい
ることができる。

→　終わらせる理由については明らかになっていない



研究の方法

対象者：多摩大学の学生

調査方法：紙でアンケート調査

分析：アンケート調査の後は、集計を行い分析する。

分析の視点や方法は検討中。



調査内容

属性

性別、学年、LINEの利用歴

LINEでの会話を終わらせることについて

終わらせる理由、タイミング、終わらせ方



今後の課題

アンケートの内容を考え、分析する。
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